
第 16回 岡山大学算数 ･数学教育学会 ｢談話会｣報告

日時 平成20年6月7日 (土)

14:00-16,00

場所 岡山大学教育実践総合センター

談話 ｢新教育視程を展望した算数 ･数学の授業改善｣

岡山大学大学院教育学研究科

教授 黒崎東洋郎

く概要>

談話会での概要は､次の通りです.

小学校及び中学校の学習指導要領が改訂され､平成 20年 3月に告示されました｡今回の改訂の趣

旨は ｢主体的に生きる力｣と ｢教育課程の国際的通用性｣の観点から改訂されました8現行の学習指

導要館は､ゆとり教育を推進するために ｢スパイラル｣を廃止 して､ゆとりの時間を生み出した経緯

がありますが､今回の改訂では､｢スパイラル｣威視に方向転換されています｡

算数 ･数学科の内容では､スパイラル重視の観点から.算数科に ｢文字式｣や ｢合同｣｢対称な図形｣
など中学校-移行した内容が戻ります｡算数の標準指導時数は､平成元年告示の学習指導要領に戻っ

た観があります｡しかし､指導lil項については､中学校から小学校に戻ってきた内容ばかりではなく､

素数のように新しく中学校から小学校へ移行する内容もあるので注意を要します｡

第数 ･数学の授業改善においては､算数的清和 ･数学的帝動を通した､l習得｣｢活用｣｢探究｣の教
育が強調されていますO習得教育では､数蓑や図形についての基礎的 ･基本的な知織 ･技能を確実に

身に付けることが求められています｡活用教育では､これらの知識 ･技能を活用し､練磨解決に必要

な数学的な思考力､判断力､表現力をはぐくむことが求められています｡特に､言語活動の充実の観

点から､表現力が従前に比べて､一層電視されています｡探究教育では､日本の子どもの学ぶ意欲の

低下から､主体的に算数 ･数学を学ぼうとする態度を寒うことが強調されています｡

なお､全国学力調査の結果から ｢活用力｣だけが強調される傾向がありますが､習得と探究を活用

でつなぐ算数 ･数学教育の悪図実現に向けて授菜改善することが大切です｡

小中連携による算数 ･数学教育の充実を図る観点から､算数的活動､数学的活動を一層取り込んで

授業改善を図りことが大切です｡

<談話会の資料の一部>
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